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【目的】近年，肺癌領域における積極的縮小手
術の割合が増加してきており，リンパ節転移迅
速診断の重要性が増してきている．乳癌センチ
ネルリンパ節転移迅速診断において既に臨床
応用されているOSNA法が肺癌にも応用できれ
ば，術中リンパ節転移診断の正診率向上が期待
される．今回，非小細胞肺癌手術症例でのリン
パ節転移診断を通常の病理診断とOSNA法で行
い，その一致率について検討した．2010年 2月
から 12月の非小細胞肺癌手術症例のうち同意
を得られた 20症例（リンパ節 40箇所）を対象
とした．
【方法】切除したリンパ節を半切し，一方を通
常の H.E.染色による病理診断用とし，残りのリ
ンパ節はホモジネート後，リンパ節可溶化液と
して抽出し，RD-100i（シスメックス社）にて
Cytokeratin 19 mRNA量を測定し，station毎に検
討した．
【結果】通常の H.E.染色にてリンパ節転移陽
性と診断されたのは 3箇所で，これらはすべて，
OSNA法でも macrometa陽性と診断された．
OSNA法で転移陽性とされたが，通常の病理診
断では陰性と診断された例が 4例存在した．診
断が一致しなかった 4箇所についてリンパ節を
1mm間隔にて薄切し，H.E.染色にて再検討した
ところ，1箇所についてはリンパ節転移（micro-
meta）が確認された．
【考察】4箇所の不一致例のうち3箇所はOSNA
法での micrometaであったことからも，半切し
たリンパ節のうち，OSNA法で用いたリンパ節
にだけ小さな転移巣があった可能性がある．最
近の報告でも病理学的検索と分子学的検索結
果の不一致の最も大きな原因は使用される検
体の違いに起因すると報告されている．
【結論】今後，症例数を蓄積する必要があるが，
非小細胞肺癌手術症例においてOSNA法による
リンパ節転移診断は有用である可能性が示唆
された．
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マネキンモデルで挿管困難症例（舌浮腫，喉
頭痙攣，頸部後屈制限，咽頭閉塞）を再現し，
クーデックビデオラリンゴスコープポータブ
ル VLP-100®（VLP-100）の効用を従来のマッ
キントッシュ型喉頭鏡とエアウェイスコー
プ® (AWS)を用いて，臨床研修医 50名を対象
に，気管挿管時における喉頭視野（Cormack and 
Lehaneの分類を使用），展開と，挿管に要した
時間および挿管成功率（120秒以内）を比較検
討した．AWSは全例で短い展開に要した時間は
短かかった．またAWSは舌浮腫において，VLP-
100とマッキントッシュ型喉頭鏡に比較して，
有意に高い挿管成功率を示した（P＜0.05）．AWS 
と VLP-100は頸部後屈制限と咽頭閉塞におい
て，マッキントッシュ型喉頭鏡に比較して，有
意に高い挿管成功率を示した（P＜0.05）．喉頭
痙攣において，全ての器具で挿管が困難であっ
た．本研究では，ビデオ喉頭鏡（VLP-100と
AWS）はマッキントッシュ型喉頭鏡に比べ有用
性が示された．一方で，VLP-100は AWSに比
較して挿管困難症例では有用性が劣ることが
あり，その使用には注意が必要と考えられた．
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